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阿武隈川の流域面積は5,400km2、幹川流路延長は239km。

福島県の旭岳を源とし、釈迦堂川、荒川、摺上川等の支川を合わせて、福島県中通り地方を北流し、宮城県に入りさらに白石
川等の支川を合わせて太平洋に注ぐ。
阿武隈川は大小の盆地と狭窄部をくり返しながら流下。
流域内市町村は13市18町8村で流域内人口は約134万人、想定氾濫区域内人口は約58.3万人。

流域面積：5,400km2

（全国第11位）
幹川流路延長：239km
（全国第6位）
流域内人口：約134万人
想定氾濫区域面積：

618.5km2

想定氾濫区域内人口：
約58.3万人

想定氾濫区域内資産額：
約13兆52億円

河川と氾濫原の地形特性

阿武隈川流域は大小の狭窄部が盆地を挟んで交互に連なっており、阿武隈川本流はこ
の盆地と狭窄部を貫くように北へ流下。

河床勾配は上流部で1/50～1/2000程度、中流部で1/1000～1/1200程度、下流部では、
1/1800～1/3700程度と緩やかになる。

下流部では、堤防の背後地に仙台空港など重要な公共施設や市街地が形成され、資産
が集中していることから、一度氾濫すると甚大な被害が発生。

狭窄部と盆地が交互に存在し、盆地には市街地が形成され資産が集中。狭窄部によっ
て水の流れが妨げられるため、狭窄部上流の盆地では水位が上昇しやすいことが特徴。
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流域及び氾濫域の諸元

堤防決壊の状況 【阿武隈川（流域及び河川の概要）】
出典：第２回 阿武隈川上流堤防調査委員会 資料より



11/5 現在

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。 3
11/5 現在

堤防決壊の状況 【阿武隈川（越水・溢水と決壊１）】
出典：第２回 阿武隈川上流堤防調査委員会 資料より



4
11/5 現在

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

堤防決壊の状況 【阿武隈川（越水・溢水と決壊２）】
出典：第２回 阿武隈川上流堤防調査委員会 資料より
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45k

蓬莱ダム

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

11/5 現在

堤防決壊の状況 【阿武隈川（越水・溢水と決壊３）】
出典：第２回 阿武隈川上流堤防調査委員会 資料より
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１３日未明に、上流１０３．４ｋ左岸部で越水が始まったと推定される。
内水に加えて、一旦拡散した氾濫流が地形的に決壊箇所に集中し、堰上げされ、水位上昇したと考えられる。

決壊箇所
（左岸98.6k）

越水氾濫箇所

浜尾遊水地

拡散

集中

浜尾遊水地

周囲堤

左岸103.4k
越水氾濫箇所

決壊箇所

浜尾遊水地

10月13日 12:0910月13日 12:09

10月13日 12:08

出典：国土地理院 （堤防縦断図除く）左岸103.4k越水氾濫箇所

決壊箇所

浜尾遊水地

集中

拡散

東北地方整備局
堤防決壊の状況 【阿武隈川（被災メカニズムの分析）】

出典：第２回 阿武隈川上流堤防調査委員会 資料より
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堤内側の痕跡水位から、堤内側からの越水時の越流水深は約60cmと推定される。
越水時の堤防表法肩位置での流速は約2.1m/sと推定される。

堤防全体が水没し、浸透により弱体化した堤体に越流時の流れが作用したことで、舗装されていない川表法肩
付近から堤内側からの越流による侵食が進行し、護岸の浮き、移動、転倒を伴いながら徐々に侵食が拡大し
て決壊したと推察される。

越流水深約60cm
越流量約0.9m3/s/m 法肩付近の流速約2.1m/sと推定（植生の耐直接侵食流速2.0m/sを超える）

舗装されていない天端法肩付近の土羽部から侵食が発生したと推定

転倒、反転したブロック

樋門部は門柱が「受け」となりブロックの転倒、
反転は生じていない

決壊箇所（左岸98.6k）の土質断面図

川表

川裏

（堤防天端高）

239.78m 

240.41m 

堤防決壊の状況 【阿武隈川（被災メカニズムの分析）】
出典：第２回 阿武隈川上流堤防調査委員会 資料より



高城川水系流域
（鶴田川）

大崎市
（約13.3万人）

鳴瀬川

鳴瀬川流域

吉田川流域

田川

筒砂子川

▲箕輪山

▲翁峠

▲
半森山

▲船形山

三本木

野田橋

野蒜

大和町
（約2.8万人）

東松島市
（約4.0万人）

美里町
（約2.5万人）

加美町
（約2.4万人）

色麻町
（約7千人）

松島町
（約1.4万人）

涌谷町
（約1.7万人）

石巻市
（約14.7万人）

落合

富谷市
（約5.2万人）

大郷町
（約8千人）吉田川

▲北泉ヶ岳

新江合川

た か ぎ

流域の地形及び氾濫原の諸元

鳴瀬川は、流域面積1,130km2、幹川流路延長89km（吉田川53km）、源流は宮城・山形県境に位置する船形山（標高1,500m）に発する。
主な洪水は明治43年8月、昭和22年9月、昭和23年9月、昭和61年8月洪水であり、甚大な被害が発生。鳴瀬川の氾濫域は低平地であり、一旦
堤防が決壊すると氾濫被害は広範囲に拡大し、かつ低平地を丘陵地を取り囲んでいるため浸水が長期に及ぶ。

凡 例

海

標 高

1,000～1,500 m

1,500 m 以上

500～1,000 m

0～500 m

主要市街地

○○市

（○万人）
流域内に係る市町村人口

＊ H17 年度国勢調査数値

凡 例

海

標 高

1,000～1,500 m

1,500 m 以上

500～1,000 m

0～500 m

主要市街地

○○市

（○万人）
流域内に係る市町村人口
※Ｈ27年度国勢調査数値

水源及び標高 宮城県加美郡加美町 船形山 1,500m

流域面積 1,130km2（吉田川350km2）（全国第61位）

幹川流路延長 89km（吉田川53km）（全国第56位）

流域内市町村数 4市7町1村

流域内人口※ 約18万人

想定氾濫区域面積※ 約300km2

想定氾濫区域内人口※ 約15万人

想定氾濫区域内資産額※ 約2.84兆円

※河川現況調査結果（平成26年基準）より

【流域及び氾濫原の諸元】

宮城県

鳴瀬川流域

鳴瀬川
仙台市

大衡村
（約6千人）
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鳴瀬川水系の河川特性

・ 吉田川の直轄区間は落合地点を境に河床勾配が緩やかになる。

・30km付近に河床勾配の変化点があり、下流側がセグメント2-2,

上流側が2-1である。

旧北上川

石巻湾

・ 低平地は丘陵で囲まれているため排水が困難であり、浸水が長時間となる
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※※「１／「１／○○○○」河床勾配」河床勾配

セグメント2-1 セグメント2-2

堤防決壊の状況 【鳴瀬川（流域及び河川の概要）】
出典：第２回 鳴瀬川堤防調査委員会 資料より



吉田川左岸 15.0k+78～16.8k L=652

吉田川左岸 11.4k+130～150 L=20m

吉田川左岸 17.8k-80～18.0k-5 L=275m

吉田川左岸20.9k L=100m
黒川郡大郷町粕川字伝三郎

吉田川右岸 18.4k-43～18.6k-62 L=181m

吉田川右岸20.0k
黒川郡大郷町粕川字丸山

吉田川右岸 21.7k-55～22.3k-30 L=515

吉田川右岸 24.0k～24.3k-58 L=84m
吉田川右岸 28.9k～29.1k-11 L=189m

竹林川左岸 0.0k～0.4k+43 L=443m

竹林川左岸 0.4k+131～1.4k-60 L=805m

竹林川左岸 1.4k+62～1.8k-95 L=243m

吉田川右岸 30.5k-24～+23 L=47m

竹林川右岸 2.2k+67～+106 L=39m

善川右岸 2.4k-49～-13 L=36m

竹林川左岸 3.0k～3.2k+15 L=215m

吉田川右岸 31.1k+110～31.5k-48 L=242m

吉田川右岸31.7k
富谷市志戸田字平成北

善川右岸 3.2k～3.4k+72 L=272m

善川左岸 3.2k-75～3.4k+108 L=383m

善川左岸 2.4k-51～2.6k-30 L=221m

善川右岸 0.2k-105～0.6k-38 L=350m

吉田川左岸23.5k
黒川郡大和町落合桧和田

吉田川左岸 21.7k+9～+33 L=24m

善川右岸 0.6k+80～1.4k-69 L=514m

善川左岸 1.8k-88～2.2k-158 L=356m

吉田川左岸 12.4k
宮城郡松島町竹谷

凡例

堤防決壊箇所

越水・溢水箇所（巡視により確認）

越水・溢水箇所（痕跡調査により確認）

浸水範囲

【決壊・越水・溢水箇所】
吉田川 17箇所
善 川 8箇所
竹林川 8箇所

合 計 33箇所

吉田川左岸 31.3k-128～31.5k+44 L=372m

竹林川右岸 2.6k+83～3.2k+100 L=617m

竹林川左岸 2.4k+35～2.6k-48 L=117m

竹林川右岸2.8k
富谷市三ノ関字馬場沢下

善川右岸 1.2k+87～2.0k-14 L=447m

吉田川左岸 28.9k～29.1k+17 L=217m

9※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

10/23 22:00時点

東北地方整備局

吉田川

吉田川

善川

竹林川

吉田川

堤防決壊の状況 【鳴瀬川水系吉田川（越水・溢水と決壊）】
出典：第２回 鳴瀬川堤防調査委員会 資料より



吉田川

吉田川

令和元年10月13日12時ごろ

令和元年10月13日7時50分時ごろ

川裏部が崩壊
上流土堤部でも越水

令和元年10月13日6時ごろ

吉田川

令和元年10月13日〇時ごろ

吉田川

20.7k

20.9k

20.9k+20

20.7k+120

20.7k+180

決壊範囲 L=約100m

初期決壊範囲

L=約20m

■10月13日6時頃には堤防天端から越水しており、7時50分頃には決壊に至った。
■堤防決壊箇所は越水後に、川裏部が崩壊している。
■初期決壊幅は約20m程度であったが、越流による洗掘により徐々に拡大し、最終的な決壊幅は約100mに達した。

10令和元年10月14日10時ごろ

堤防決壊の状況 【鳴瀬川水系吉田川（被災メカニズムの分析）】
出典：第２回 鳴瀬川堤防調査委員会 資料より
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水位ハイドロ【決壊地点20.9k】

H.W.L 9.98m

10月12日 10月13日

水位 雨量

20.9k地点最高水位TP+11.58m（10/13 4:00）

決壊地点堤防高TP+11.18m

※決壊地点の水位は、粕川水位観測所地点水位（観測水位9.92m、TP+11.44m)から
水面勾配を考慮し換算

滑川

吉
田
川

粕
川
水
位
観
測
所

■決壊地点の水位はTP+11.58ｍまで上昇しており、決壊地点では堤防高TP+11.18ｍに対して概ね40cm程度水位が高くなった
ものと推察される。

■計画高水位（ＨＷＬ）を超過した時間は約6時間、計画堤防高を超過した時間は約4時間と推察される。

11

HWL=TP+9.98m

H29.12.15 11:17
WL=2.70

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

堤防超過時間4h

計画高水位超過時間6h

計画高水位(HWL)TP+9.98m

堤防高 H=TP+11.18m

堤防構造図（左岸20.9k）

水位グラフ【決壊箇所20.9k】

堤防決壊の状況 【鳴瀬川水系吉田川（被災メカニズムの分析）】
出典：第２回 鳴瀬川堤防調査委員会 資料より



千曲川(信濃川)は、その源を甲武信ヶ岳に発し、佐久盆地・上田盆地を貫流した後、坂城広谷を経て長野盆地に入り、支川の犀川を合わせ、新潟県の越後平
野を貫流し日本海に注ぐ幹線流路延長が日本一の大河川。
千曲川は佐久、上田、長野、飯山の盆地と山あいの狭窄区間を交互に流れ下るため川幅が大きく変化している。特に長野盆地下流の立ヶ花狭窄部と飯山盆
地の戸狩狭窄部は、両岸に急斜面が迫る渓谷となっている。

図-1 信濃川流域図

流 域 の 諸 元

戸狩狭窄部～長野盆地

上田盆地

図-1 千曲川の川幅と縦断勾配 12

堤防決壊の状況 【千曲川（流域及び河川の概要）】
出典：第２回 千曲川堤防調査委員会 資料より
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千曲川

犀川

犀川

梓川

大町ダム
高瀬川

新潟県

群馬県

埼玉県

長野県

千曲川 穂保地先 堤防決壊（L=約70ｍ）

三念沢 豊野地先 堤防決壊

皿川 北山地先 堤防決壊

麻績川 宮の下地先 堤防決壊

志賀川 下宿地先 堤防決壊

滑津川 石神地先 堤防決壊

：決壊

：溢水・越水

：内水

：大臣管理区間 ：県管理区間

：決壊

：溢水・越水

：内水

凡例
直轄管理区間 県管理区間

長野県

堤防決壊 越水・溢水 内水被害 河川管理施設被害

国管理河川 1水系1河川1箇所 1水系1河川11箇所 1水系2河川18箇所 1水系1河川34箇所

県管理河川 1水系5河川6箇所 1水系17河川21箇所 1水系3河川3箇所 2水系135河川973箇所

令和元年の台風第19号により、長野県内において、国管理河川の千曲川において堤防決壊が発生。県管理河川では皿川及び三念沢、志賀川、滑津川、麻績
川にて堤防決壊が発生し、浸水被害をもたらした（図-1）。

図-1 被害状況図（10月29日時点）

被害状況（10月29日時点）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

堤防決壊の状況 【千曲川（越水・溢水と決壊）】
出典：第２回 千曲川堤防調査委員会 資料より
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⑥護岸欠損 11 月2日 9 :20撮影

越水区間 約1.5㎞

←千曲川

堤防決壊

図-1 左岸堤防越水区間

②決壊地点下流側の裏法崩れ
10月20日 16:00撮影

①決壊地点下流側の裏法崩れ
10月13日 14:00撮影

③決壊地点上流の裏法崩れ
10 月 13日 14 :50撮影

千曲川左岸57.5ｋ付近の堤防は約70ｍにわたり決壊した。堤防決壊地点を含む約1.5㎞で越水し、裏法崩れ等が発生して
いる。(図-1）
なお、被災箇所周辺では漏水等による噴砂等の状況は確認されていない。

④決壊地点上流の裏法崩れ
10 月31日 15 :40撮影

桜づつみ

裏法崩れ裏法崩れ 裏法崩れ

護岸欠損

凡 例

堤防決壊

裏法崩れ

護岸欠損

⑤裏法崩れ 10 月 13日 9 :50撮影

裏法崩れ

裏法崩れ

桜づつみ

堤防決壊の状況 【千曲川（被害状況）】
出典：第２回 千曲川堤防調査委員会 資料より
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表-1 長野県の被害状況
（11月11日10:00現在）

：長野県災害対策本部

図-2 浸水推定段彩図
：国土地理院

0 200 400 600 800 1000
0 200 400 600 800 1000

図-1 浸水範囲図
：千曲川河川事務所

人
的
被
害
（
人

）

死者 5

行方不明者 0

負
傷
者

重傷 7

軽傷 130

計 142

住
家
被
害
（
世
帯

）

全壊 863

半壊 2,002

一部損壊 2,522

上
記
以
外

床上浸水 565

床下浸水 2,220

計 8,172

堤防決壊地点

10月13日 10時
浸水範囲 約9.5㎢

写真①

写真②

×

×

堤防決壊地点
写真①

写真②

×

×

写真① 10月14日 12:15 写真② 10月14日 11:37

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

堤防決壊の状況 【千曲川（浸水状況）】
出典：第２回 千曲川堤防調査委員会 資料より



那珂川は、那須岳（標高1,907m）を源に、栃木県北部、茨城県中央部を流下し、太平洋に注ぐ一級河川。
下流部には茨城県の県庁所在地である水戸市があり、市街地が形成。
沿川には、東北自動車道、ＪＲ東北新幹線、ＪＲ東北本線、国道4号、常磐自動車道、ＪＲ水郡線、国道6号、ＪＲ常磐線等の基幹交
通が整備。
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堤防決壊の状況 【那珂川（流域の概要）】
出典：第２回 那珂川・久慈川堤防調査委員会 資料より



上流部には多くの河川による扇状地が重なり、下流部には河岸段丘が発達している。
中流部には狭窄部が形成され、狭窄部上流は洪水が湛水しやすい地形になっている。
那珂川流域における年平均降水量は全国平均に較べてやや少ない。

・流域内の年平均降水量は約1,500mmであり、全国平均(約1,700mm)よりやや少ない。
・南東に開けている斜面で雷雨が発生しやすい。上流部では夏期の降水量が多い。

那珂川流域の月別平均既往・平均降水量

・下流部感潮区間においては緩勾配（ 1/7,000～1/4,000）であり、その上流
は急勾配（ 1/700～1/300 以上）となっている。

上流部

中流部

源流区間

扇状地区間

丘陵区間

狭隘区間

台地・段丘区間

自然堤防
区間

下流部

・水源である那須岳周辺には、第四紀の火山性堆積物が広く分布している。
・中流部は八溝山、鷲子山、鶏足山と続く八溝山地に古生代の堆積岩が分布している。
・下流部の台地上には関東ローム層が厚く堆積している。

地形特性

降雨特性

河川勾配

上流部 1/10~1/300 中流部 1/300~1/700 下流部 1/4,000~1/7,000

上流部【源流～箒川合流点（85.5k）】
多くの河川による扇状地が重なり、一部の
河川は伏流し水無川となっている

中流部【箒川合流点～城里町上泉地先（27.5k）】
狭窄部が形成され、上流では洪水時に湛水しや
すい

下流部【城里町上泉地先～河口】
河岸段丘が発達
河床の勾配が緩く、低平地

野口

湊大橋

小口
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堤防決壊の状況 【那珂川（流域の概要）】
出典：第２回 那珂川・久慈川堤防調査委員会 資料より



×：決壊

凡例

下絵：
治水地形分類図
（国土地理院 更新版
1/25000より作成）

左岸40.0k
野口地先

右岸41.2k
下伊勢地先

右岸28.6k
下江戸地先

那珂川

下国井（19.7km）

野口（38.3km）
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雨量：烏山観測所

雨量：烏山観測所

水位グラフ：
水文・水質データベース
（10/18現在暫定値）により作成

HWL 

堤防高11.050m
（右岸19.5k）

※10/13 7:00以降は欠測

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

堤防決壊の状況 【那珂川（水位の状況）】
出典：第２回 那珂川・久慈川堤防調査委員会 資料より
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：越水箇所
：決壊箇所

那L73.5k

那L68.3k

那R61.5k
那L60.0k

那R51.6k 那R41.0k

那L40.0k

那R28.6k

那L6.0k

那L19.5k

凡例

令和元年台風第19号

による被害状況等につ
いて（第44報）による

堤防決壊の状況 【那珂川（越水と決壊）】
出典：第２回 那珂川・久慈川堤防調査委員会 資料より



日立市
市街地

常陸太田市
市街地

＜流域の諸元＞
• 幹川流路延長 ：約124km
• 流域面積 ：約1,490k㎡
• 流域内人口 ：約19万人

■久慈川流域の土地利用は、
山地等が約88%、水田・畑等
の農地が約11%、宅地等の市
街地が約1%となっている。

土地利用

0 5 20km15100 5 10 15 20km

久慈川は、八溝山（標高1,022m）に源を発し、奥久慈渓谷を経て、下流部の氾濫原において山田川・里川を合わせ太平洋に注ぐ一級河

川。

山田川合流点より下流部には市街地が広がり、特に里川合流点下流の常陸太田市、日立市に人口が集中。

流域には、ＪＲ常磐線、常磐自動車道、国道6号等の主要国道が整備され、地域の基幹をなす交通の要衝となっている。

やみぞさん おく く じ けいこく

じょうばんせん

や ま だ が わ さとがわ

ひ た ち お お た ひ た ち

流域図

凡 例

流域界

JR

高速自動車道

国道

主要地点

直轄管理区間

出典：国土数値情報：平成28年

：農耕地

：市街地

：その他（空き地等）

：山林・荒地

：河川・湖沼

凡　例

出典： 「第10回河川現況調査（調査基準年：平成22年）」

河道特性

■久慈川の源流から矢祭橋ま
での上流は、源流渓谷と谷
底平野を流れ、河床勾配が
約1/20～1/200である。矢祭
橋から岩井橋までの中流は、
山間狭窄部を蛇行しながら
流れ、河床勾配が約1/40～
1/900である。岩井橋から河
口までの下流は、沖積平野
を緩やかに流れ、河床勾配
が約1/700～1/2000である。

や まつり

いわい

直轄区間

久慈川の河床勾配出典：国土地理院地図 20

堤防決壊の状況 【久慈川（流域の概要）】
出典：第２回 那珂川・久慈川堤防調査委員会 資料より



×：決壊

凡例

左岸27.0k
塩原地先

左岸25.5k
富岡地先

右岸25.5k
下町地先

久慈川
治水地形分類図
（国土地理院 更新版1/25000より作成）

富岡（25.4km）

雨量：大子観測所

山方（38.3km）

雨量：大子観測所
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HWL
22.638m

左岸34.0k
小貫地先

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

堤防決壊の状況 【久慈川（水位の状況）】
出典：第２回 那珂川・久慈川堤防調査委員会 資料より
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：越水箇所
：決壊箇所

久L27.0k

久L25.5k

久R25.5k

久L22.5k

里L5.5k

凡例

浅R0.6k

浅R1.5k

久L34.0k

令和元年台風第19号

による被害状況等につ
いて（第44報）による

浅：浅川
久：久慈川
里：里川

堤防決壊の状況 【久慈川（越水と決壊）】
出典：第２回 那珂川・久慈川堤防調査委員会 資料より



荒川は、甲武信ヶ岳（標高2,475m）に源を発し、埼玉県中央部、東京都都市
部を流下し、東京湾に注ぐ一級河川
中流部から下流部にかけ市街地が広がり、特に下流部は人口・資産が集中し
た低平地であり、流域内には新幹線をはじめとするＪＲや私鉄各線、高速道
路や国道など基幹交通網が整備されており、わが国の政治・経済の中枢とな
る区域を流下

荒川

中川

◆下流部：放水路区間の状況

荒川荒川旧川

◆中流部：広大な高水敷

荒川

◆上流部：山間部の状況

土地利用状況(H21)

田

畑

森林

市街地

その他

河川･湖沼

土地利用

■

■

寄居

秋ヶ瀬

岩淵

流域界

川越市
さいたま市

熊谷市

秩父市

青梅市

甲武信ケ岳

■

■

■
治水橋

熊谷

ちちぶし

お う め し
いわぶち

あ き が せ

ぢすいばし

こ ぶ し が た け

く ま が や

よ り い

く ま が や し

0 10 20 30 40km

かわご え し

江東区

江戸川区

墨田区

荒川区
あらかわく

こうとうく

すみだく

えどがわく

葛飾区
かつしかく

直轄管理区間

鴻巣市
こ う の す し

東京都

埼玉県群馬県

山梨県

埼玉県

位置図

東京都

こ ぶ し が た け

＜流域の諸元＞

流域面積：約2,940km2

幹川流路延長：約173km

流域内人口：約980万人
出典：「H22.3河川現況調
査」

流域の状況

田

6%
畑

9%

森林

44%

市街地

33%

その他

5%

河川湖沼

3%

土地利用

流域の土地利用は43％が山地であり、市
街地が28％を占める
流域内の資産は約150兆円（関東地方全
体の約32％）に上る
※関東地方全体の資産額は約462兆円
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堤防決壊の状況 【荒川（流域の概要）】
出典：第２回 荒川水系越辺川・都幾川堤防調査委員会 資料より



荒川本川は中流部に大きな高水敷を有し、最大で2.5kmの川幅
22kから下流の放水路区間は0.5kmの川幅
寄居までの上流部では、1/10～1/4000の急勾配、寄居から秋ヶ瀬ま
での中流部では1/400～1/5,000、秋ヶ瀬から河口までの下流部
（感潮域）では1/5,000～1/10,000

河道特性

河床勾配

河口からの距離と川幅

流域の年平均降水量は約1,400mmであり、全国平均の約
1,700mmと比べ少ない
流域の中下流部は少雨傾向、上流部は多雨傾向

降雨特性

地形特性

流域の43％は山地、36％は台地・丘陵、21％は低地
寄居付近を扇頂部とする扇状地が熊谷市付近まで広がる
北側に位置する大宮大地と南側に位置する武蔵野台地の間
を縫うように沖積地が広がる
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堤防決壊の状況 【荒川（流域の概要）】
出典：第２回 荒川水系越辺川・都幾川堤防調査委員会 資料より



【右 0.0k】L＝約70m
決壊

【左 7.6k】L＝約40m
決壊

【左 7.2k】L＝20m
川裏法面洗掘

左7.2k

越辺川、都幾川ともに上流側で河岸洗掘等の侵食に関する被災が多く、下流側で決壊や川裏法面洗掘等の越水
に関する被災が集中している。

：越水・溢水箇所

：決壊箇所

：その他

《 凡 例 》

越辺川

都幾川

【右3.6k】
堤防法崩れ・すべり

【左 13.8k】 L＝50m
河岸洗掘

令和元年台風第19号による被害状況等について（第44報）による 25

堤防決壊の状況 【越辺川（越水・溢水と決壊）】
出典：第２回 荒川水系越辺川・都幾川堤防調査委員会 資料より



【右 0.4k】L＝約90m
決壊

【右 5.9k】L＝20m
堤防侵食

左5.7k

右5.5k

右5.6k

右2.2k

【右 5.6k】L=4m
川表法尻洗掘

【左 5.7k】L＝１００m
川表法面洗掘

【右 5.5k】L＝30m
河岸洗掘

【右 0.6k】L＝300m
川裏堤防洗掘

【左 6.5k】溢水

：越水・溢水箇所

：決壊箇所

：その他

《 凡 例 》

越辺川

都幾川

【右 5.2k】L＝38m
河岸洗掘

【右 2.2k】L=40ｍ
河岸洗掘

令和元年台風第19号による被害状況等について（第44報）による 26

堤防決壊の状況 【都幾川（越水・溢水と決壊）】
出典：第２回 荒川水系越辺川・都幾川堤防調査委員会 資料より


